中野藤生先生インタビュー～線形応答理論から半世紀を経て～(特別企画) by 木村, 初男 et al.
Title中野藤生先生インタビュー～線形応答理論から半世紀を経て～(特別企画)
Author(s)木村, 初男; 服部, 真澄; 山下, 護; 杉山, 勝




Type Departmental Bulletin Paper
Textversionpublisher
Kyoto University






































































































































4 W. Heisenberg and W. Pauli， Zeitschr. f. Physik， 56 1 (1929); 59 168 (1930). 
5 P. Jordan and W. Pauli， Zeiischr. f. Physik， 47， 151 (1928). 

























































































































































































































































































































































































































































































研究について書いてほしいという依頼状を頂いて書いたものがInt.J. Mod. Phys. 
Bに出ています[2]0依頼状には当時の日本での状況が欧米などでは正確に伝わって










































37大野氏の非平衡の講義ノート http:jjwww.rinst.orgでは「電気伝導度の公式j は、 Nakano'selectric 






































39 1955年 6月4日、 5日




思われる。その後のBulletinof APSの調査で、 Laxの講演の日付は 1955年 12月30日であることが判明
した。 WinterMeeting on the Pacific Coast， Los Angeles， Calif. Dec. 28-30 (1955).“Generalized thoery 
of mobility"Melvin Lax (R.Feynman， presiding)[56]o Laxは 1958年に fulpaper[57]、1960年に review


































4 Laxの fulpaper(1958)の脚注 1は、“R.Kubo， Can. J. Phys. 34， 1274 (1956); M. Lax， Phys. 
Rev. 100， 1808 (1955); H. Mori， J.Phys. Soc. Japan 11， 1029 (1956); H. Nakano， Progr. Theoret. 




























































































































































































































































































































































50 Abstractとして、“Viscosityand particle shape in colloid solutions." Phys. Rev. 40， 1028 
(1932).;“Anisotropic solutions of colloids." Phys. Rev. 62， 558 (1942).の学会講演後、 1949年に ful
paper[85]を出版している。
















































































































































































































































































1953. 9 京都理論物理国際会議 (KubかTomita発表)
1954.12 Kubc汀'omita，JPSJ(6/26受理)[32]. 
1955. 1 中野，名大着任(荒川氏にKubかTomita論文の解読を依頼される)
1955. 5 中野，“ひとつの電気伝導計算法"物研 (4/26受理)[5]
1955. 5 基研研究会「多体問題J(5/10-25) 
1955. 6 Feynman，名大S研、 E研研究会、 Feynman-中野対談 (6/5-6)。












Bulletin of APS (abstract〆切は1955/10/21;Vo1.30.No.5より);Phys.Rev.(12/15出版)[56] 
1956. 1 Na1母no，(電気伝導度の公式の英文レター)PTP(1955/11/14受理)[45]
1956. 1 森，“輸送現象の量子理論II-entropy生成と液体の輸送係数ーペ物研 (1955/12/15受理)
1956. 1 羽賀，“電気伝導について'¥物研(1955/12/26受理)
1956. 1 羽賀?“電気伝導に関する中野一中島の方法についてぺ物研 (1955/12/26受理)
1956. 2 橋爪ヲ“電気抵抗に関する中嶋氏のノートに対する注意[レターlぺ物研 (2/5受理)
1956. 5 基研研究会「電気伝導J






1956. 9 Kubo，Int. Conf. on Electron Transport in Metal and Solids Sep. 1cト14
(Proceedings発表→ 1956.12)
1956. 9 Kubo， Int. Conf. on Theoretical Physics in Seatle， Sep. 17-21 
伝導度の一般表式に関して Feynman，Laxと議論57
1956.10 Mori， (輸送現象の量子理論I-IIIの英文論文)，JPSJ(7 /4受理)[96]
1956.11 中嶋，“非可逆過程の熱力学と量子統計力学ぺ物研 (10/24受理)[52]




1957. 2 Nakano， (電気伝導度の公式の本論文)PTP(1956/9/12受理)[46]
1957. 2 久保，“電気伝導の理論の体系化-アインシュタインの関係の一般化ーペ科学 [37]
1957. 5 中野，“「不可逆過程の理論」ノート"，物研(4/24受理)
1957. 6 Kubo，(非平衡系の量子統計力学Iの英文論文)JPSJ(3/2受理)[47]




1958. 1 Greenwood， Proc.Phys.Soc.(1957/11/14受理).[42]
1958. 3 Luttinger-Kohn， Phys.Rev.(1957/9/13受理)
1958. 3 Lax， Phys.Rev.(1957/11/18受理)[57]
1958. 9 Edwards， Phil.Mag.(5/23受理)[41]
1959-60 中野， (量子変分原理の一連の論文)，物研(1959.6)，(1959.7)，(1959.8) ，(1959.8)，(1960.12) [48] 
1959-60 Nakano， (量子変分原理の英文論文)PTP( 1959)， (1960)， (1960)， (1960)， (1960) [49] 
1959. 5 Chester-Thellung， Proc.Phys.Soc.(1958/12/15受理)
1959. 9 Martin-Schwinger， Phys.Rev.(3/20受理)
1960-62 Langer， Phys.Rev.(1960)(1961)(1962)(1962) 
1963.11 Nakano， (在英中パイエルスに託した量子変分原理の本論文)Proc.Phys.Soc.(7/5受理)[69]
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